
　７月19日㈮、町沿岸訓練実施隊（小泊漁協・漁業
者・漁協婦人部・地域住民・小泊消防署で組織）が
小泊港内にて、海難救助訓練を行いました。
　訓練は、漁船同士の衝突による乗組員の海中転落
と船舶火災を想定し、漂流者の救出訓練、消火訓練、
曳航救助訓練、潜水による救出訓練、救命胴衣装着
訓練、炊き出し訓練を行いました。参加者は、迅速
で的確な出動体制や捜索救助方法の体得などを強化
し、事故発生時の対応を確認しました。

海難事故に備えて
中泊町沿岸訓練実施隊が海難救助訓練

中里中が中体連東北大会へ
［まちの話題］

竜泊ラインウオーク
［スポットライト］ビーチサッカー青森県大会 in こどまり

町民大運動会

［特集］

［お知らせ］

児童扶養手当特児現況届
町戦没者追悼式のご案内
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７
月
13
日
㈯
と
14
日
㈰
、
折
腰
内
ビ
ー

チ
で
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
青
森
県
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
一
般
の
部
❼5
、
中

学
生
の
部
2⓪
、
女
子
の
部
1⓪
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
強
い
雨
が
止

み
、
夏
ら
し
い
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
こ
の
大

会
は
、
選
手
や
応
援
者
な
ど
含
め
、
ビ
ー

チ
に
は
約
５
、０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
決
勝
は
、
青
森
ス
タ
リ
オ
ン

ズ
が
ヤ
マ
カ
シ
を
破
り
、
初
優
勝
し
ま
し

た
。
決
勝
に
ふ
さ
わ
し
い
高
レ
ベ
ル
な
ゲ

ー
ム
と
な
り
、
強
烈
な
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト

や
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
な
ど
好
プ
レ

ー
が
で
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

試
合
終
了
後
は
、
両
チ
ー
ム
で
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
交
わ
す
な
ど
、
互
い
を
称
え
合
っ
て

て
い
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

◆
一
般
の
部

　

優　
勝
…
青
森
ス
タ
リ
オ
ン
ズ

　

準
優
勝
…
ヤ
マ
カ
シ

　

３　
位
…
青
森
県
庁
サ
ッ
カ
ー
部

　

最
優
秀
選
手

　
　

森　
　

俊（
青
森
ス
タ
リ
オ
ン
ズ
）

　

優
秀
選
手

　
　

石
川　

祐（
青
森
ス
タ
リ
オ
ン
ズ
）

　
　

長
畑
裕
人（
ヤ
マ
カ
シ
）

◆
中
学
生
の
部

　

優　
勝
…TATEO

KA
 FC
 A

　

準
優
勝
…FC

ト
ゥ
リ
ア
ラ
ン
チ
ョ

　

３　
位
…TATEO

KA
 FC
 B

　

最
優
秀
選
手

　
　

山
本
栄
司（TATEO

KA
 FC
 A

）

　

優
秀
選
手

　
　

葛
西　

睦（TATEO
KA
 FC
 A

）

　
　

菊
池
進
太
郎（FC

ト
ゥ
リ
ア
ラ
ン
チ
ョ
）

◆
女
子
の
部

　

優　
勝
…SH

RIN
E.L.FC

　

準
優
勝
…BLA

U
E W

A
LD

　

３　
位
…
ふ
か
う
ら
開
発
な
で
し
こFC

　

最
優
秀
選
手

　
　

対
馬
莉
紗（SH

RIN
E.L.FC

）

　

優
秀
選
手

　
　

玉
田
奈
央（SH

RIN
E.L.FC

）

　
　

妻
神　

和（BLA
U
E W

A
LD

）

強烈なボレーシュート（一般の部決勝）

エコフラッグを囲む女子チーム

エコフラッグを囲む一般、中学生チーム

　優勝した青森　スタリオンズ 華麗なオーバーヘッド（一般の部決勝）

今年も折腰内ビーチで　熱い戦いが ビーチサッカー青森県大会
in こどまり



筋肉痛覚悟の100m激走！

おじいちゃん早くー……孫借り競走 予想は当たるか⁉……天気予報 人生も二人三脚で……夫婦競走

どこいくの？……びん転がし

小さく作ると割れないよ……風船割り

パンが動いて難しい……パン食い競走

ちびっこ玉入れ

釣ったどー！……大物を釣れ

苦しいラムネ……障害物リレー

集中！集中！……大豆大輸送

外しちゃった……ゲートボール競走お宝いただき！勝ったー！……４×100リレー

お先に……びんつり 急いで前へ……ボール送り競走

町民大運動会 田茂木地区が見事優勝

　７月７日㈰、運動公園陸上競技場にて町民大運動会が行われました。この日は、曇り空で過ごしやすい日
となり、出場選手にはベストコンディションとなりました。
　大会中、応援席からはチームメイトに「ガンバレー」と声援が、ハプニングには笑い声が響いていました。
　全38のプログラムで争った大会結果は、田茂木チームが優勝、大沢内チームが２位、下高根チームが３
位となりました。大会終了後はそれぞれ祝勝会、慰労会を開いたそうです。
　毎年参加している選手は、「年１回の町内対抗戦は燃える。慰労会が楽しい。町内みんな仲がよくなる」
などと話していました。
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スポット

ライト－Spotlight－

　

イ
オ
ン
青
森
店（
青
森
市
）で

７
月
20
日
㈯
、
県
と
イ
オ
ン
リ

テ
ー
ル
㈱
東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
県
産
品

フ
ェ
ア
「
め
じ
ゃ
ー
市
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
三
村
知
事
に
よ
る
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
に
、
べ
え
子
ち
ゃ

ん
の
み
な
さ
ん
が
B
B
シ
ス
タ

ー
ズ
と
し
て
参
加
し
、
ダ
ン
ス

な
ど
を
披
露
し
、
一
緒
に
フ
ェ

ア
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
食
品
館
の
鮮
魚

コ
ー
ナ
ー
に
て
、
マ
グ
ロ
解
体

即
売
会
が
行
わ
れ
、
約
32
㎏
の

小
泊
産
の
本
マ
グ
ロ
が
登
場
し

ま
し
た
。
知
事
の
実
況
の
も
と
、

赤
身
、
中
ト
ロ
、
大
ト
ロ
に
分

け
て
陳
列
さ
れ
る
と
、
多
く
の

来
場
客
が
「
今
日
の
夕
飯
に
」

と
新
鮮
な
マ
グ
ロ
を
購
入
し
て

い
き
ま
し
た
。

　消防団定期観閲式が、６月30日㈰にパルナス駐車場で行
われました。各分団が日々の成果を観閲者の町長に披露する
この式は約200人が参加し、人員姿勢服装点検や車両機械器
具点検、分列行進のほか、放水訓練、玉落とし競技などで競
い合いました。
　また、中里幼稚園園児が幼年防火クラブ演技を披露し、応
援にきた保護者たちが、敬礼する子どもたちに大きな拍手を

送っていました。
　参加した団員は、「今年は昨年より２か月早く開催した
ことで、天気がよくても暑さが気にならず、競技もやりや
すかった」と振り返っていました。
　式典では、長年消防団の活動に尽力した団員や競技など
の表彰を行いました。玉落とし競技の結果は、自動車ポン
プの部１位は第３分団、可搬式ポンプの部１位は第１分団、
服装、車両点検や行進などを競う優良分団は第５分団が１
位となりました。

　

下
前
ラ
イ
オ
ン
街
道
沿
い

に
あ
る
徐
福
の
里
物
産
品
直

売
所
が
５
周
年
を
迎
え
、
７

月
21
日
㈯
に
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
周
年
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

小
泊
観
光
協
会
川
山
会
長
を

は
じ
め
、
関
係
者
が
あ
い
さ

つ
し
、
５
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。

　

ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

徐
福
だ
ん
ご
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
、
来
場
客
は
で
き

た
て
の
団
子
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
会
で

は
、
希
望
す
る
人
に
作

法
な
ど
を
紹
介
し
、
お

茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
後
半
で
は
、

サ
ザ
エ
・
エ
ビ
・
つ
ぶ

貝
・
塩
辛
・
め
か
ぶ
な

ど
の
特
産
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
行
わ
れ
、
会
場

は
、
大
い
に
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

小
泊
ふ
れ
あ
い
運
動
場
で
７

月
24
日
㈬
～
25
日
㈭
、
健
や
か

少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、
小

学
校
の
部
７
チ
ー
ム（
小
泊
イ

カ
ー
ズ
、
中
里
北
光
ク
ラ
ブ
、

武
田
ク
ラ
ブ
が
出
場
）と
中
学

校
の
部
４
チ
ー
ム（
小
泊
中
、

中
里
中
が
出
場
）が
参
加
し
ま

し
た
。
小
学
校
の
部
は
、
武
田

ク
ラ
ブ
が
前
年
度
優
勝
し
た
嘉

瀬
ク
ラ
ブ
を
破
っ
て
優
勝
し
、

中
学
校
の
部
は
、
中
里
中
が
金

木
中
と
の
決
勝
を
制
し
て
優
勝

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
野
球
を
通
じ

て
心
身
共
に
健
や
か
な
少
年
の

育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
、
選
手

の
入
場
行
進
や
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
立
つ
た
び
に
選
手
名
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
32
年
続
く
伝

統
の
あ
る
大
会
で
す
。
試
合
の

開
始
や
終
了
後
は
、
球
児
た
ち

が
大
き
な
声
で
「
お
願
い
し
ま

す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
な
ど
と
審
判
や
保
護
者

に
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。

小泊産本マグロ登場‼13 分団が集結 青森県産品フェア
「めじゃー市」

消防団定期観閲式

２日間の熱戦 健やか少年野球大会
日頃の感謝を込めて 徐福の里物産品

直売所５周年

中里中 小泊イカーズ 武田クラブ中里北光クラブ小泊中

本マグロ解体即売会に集まる買物客

幼年防火クラブ

いかがですか？

徐福だんごを味わう来場者

第１分団
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まちの話題 Topics まちの話題Topics

県議会総務企画常任委員会の三橋一三委員長ら委
員８人が、県内調査で駅ナカ「にぎわい」空間

を視察しました。
　委員たちは水産観光課職員から駅ナカ事業の目的や
実績などの説明を受け、後半は金多豆蔵の人形劇を観
賞しました。
　意見交換では、「もっとアピールするため、駅ナカ
でがんばる女性たちに、八戸などにあるようなお母さ
んたちの呼び名を考えてはどうか。また、女性同士の
交流を促してみてはどうか。売り上げや集客力をあげるため、みんなで知恵を出していきましょう」という意見
が出され、県でも応援したいという姿勢をみせていました。

中里誠心塾所属の葛西大悟くん（武田小５年）と今
楓香さん（薄市小６年）が日々の稽古の成果を発

揮し、６月23日㈰に行われた全国小学生学年別柔道
大会県予選でそれぞれ優勝し、広島市で開催される全
国大会へ出場します。また、葛西くんは県の選抜メン
バーに選ばれ、講道館で行われる日整全国少年柔道大
会（団体戦）に青森県代表として出場します。
　７月22日㈰に町長を訪問し、全国大会出場を報告
しました。町長の激励に対して、県大会を２連覇した
今さんは「予選は楽な試合がなく苦しかったが全国大会では上位に入れるように頑張りたい」、葛西くんは「優
勝を目標に１試合ずつ勝ち進みたい」と意気込みを伝えました。

農産物加工施設・ピュアの落成記念講演会が６月28日㈮に
中央公民館で開催され、町内外から約100人が参加しま

した。この日のテーマは「これからの農業を考える」。北海道
大学名誉教授の太田原高昭氏を講師に迎え、１時間にわたり講
演が行われました。 
　太田原氏は、民泊の受け入れや加工品の開発・販売などを例
に挙げ、これらが農家の所得向上につながるだけでなく、生き
がいにもなると説明。更に農業とも関係が深いTPPにも触れ、
日本はこれからどうするべきかという話に参加者は聞き入って
いました。 
　終了後には講師へ質問する時間が設けられ、「農家民泊につ
いてもっと詳しく聞かせて欲しい。先生は農地集約についてど
う考えているか」などの意見について議論が繰り広げられまし
た。

卓球中里クラブが６月22日に行われた全国ホープス北日本ブロッ
ク卓球大会県予選会男子団体戦を勝ち抜き、次のステップであ

る北日本ホープス卓球大会（８月16日岩手県花巻市で開催）へと見事
出場を決めました。
　津軽地区小学生卓球選手権大会が行われた７月７日㈰に町体育セン
ターで町長へ大会出場を報告。選手たち（横濱宗成くん、長谷川翔吾
くん、黒川透夜くん、鈴木大生くん）は、予選はあきらめずにねばっ
て通過したので北日本大会でも同じねばりで勝ち進みたい」と話して
いました。
　またこの日行われた大会には、津軽地区の小学生約220人が参加し、
日頃の練習成果を発揮しようと戦いに挑みました。選手たちは、スマ
ッシュなどで得点が決まると「ヨッシャー」、失敗しても「ドンマイ」
などと声を張り上げていました。

今年で62回目を迎えた社会を明るくする運動
は、犯罪や非行防止などを目的に行われる

全国的な運動です。
　７月１日㈪に保護司と更生保護女性会25人が
参加し、町内パレードに先立って保護司会の２人
が中央推進委員長の法務大臣と県推進委員長の県
知事のメッセージを読み上げて町長に伝達して協
力を求めました。
　町長からは「最近は、報道でもあるとおり多種
多様な事件が起こっているが、皆さんの活躍で町
民は平穏に過ごせている。今後とも協力をお願い
したい」と話しました。パレード一行は、このあ
と町内９施設を巡回し、この運動をPRしました。

中体連東北大会出場を決めたソフトテニス部、
陸上部の生徒15人と外﨑校長、顧問の先生が

７月17日㈬、報告のため役場を訪問しました。
　県中体連夏季大会は７月13日～15日に開催され、
ソフトテニス、陸上のほか野球などの競技でも東北
大会出場権を獲得しました。ソフトテニス女子の部
は１位２位を独占するという快挙を成し遂げました。

生徒達は「気持ちを引き締め、東北大会ではまず１勝を目指す」と次の試合への決意を見せていました。
　中体連の東北大会は、宮城県を会場に行われます。また、野球部は、６月に行われた東日本少年野球大会県予
選を勝ち抜き、水戸市で行われる本大会へ出場します。
■東北大会出場者（○数字は学年）
○陸上…�岡駿岳③／大屋義浩③／佐々木大空③／宮越晃一②／小野海斗②／奈良響②／下山誉人②／越野彪雅①／神拓

帆①
○ソフト�テニス…田中大夢③／坂田拓陸③／岩田大地③／鈴木隆盛③／中村武蔵③／小山内敦士②／小山内龍翔②／小

山内駿輔②／古川紗矢香③／葛西萌瑚③／木村真琳①／中村唯①

「かっちゃ」達が活躍できるよう
県議会総務企画常任委員会が「駅ナカ」視察

２選手が全国大会へ出場へ
「中里誠心塾」選手が活躍

これからの農業を考える
ピュア落成記念講演会北日本ブロック大会での活躍誓う

卓球中里クラブが県予選突破

立ち直りを支える地域を
社会を明るくする運動

中里中が中体連で好成績
東北大会出場を報告
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中泊町役場　☎57－2111
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問合せ先問
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17年前いかだで津軽海峡を渡ろうとした長坂良三さんが７月
17日㈬、役場を訪問しました。

　長坂さんは、縄文人は丸木舟ではなくいかだで津軽海峡を渡った
と唱え、縄文式のいかだを作成。住民の協力を得ながら、小泊から
北海道松前町へ渡ろうと３度挑戦したが、悪天候や津軽海峡の海流
に阻まれました。
　今回、この体験記録を残したいという思いが強くなり、『縄文人
になった男』（岩手復興書店）を自費出版し、お世話になった皆さん
や町民に読んでいただきたいと図書館に２冊寄贈しました。長坂さ
んは「当時は小泊のみなさんに大変お世話になった。また本の売上
げが震災復興の一助になれば。退職オヤジの活力になれば」と話し
ていました。

町管工事業協会（会長・塚本壯恆）が７月18日㈭、
町豊岡地区農業集落排水処理センター敷地に

茂った雑草の刈り取りを行いました。
　同センター回りには雑草が50センチ以上に生い
茂り、協会メンバー10人がそれぞれ担当の場所に
移動し、持ち寄った草刈り機で丁寧に刈り取ってい
ました。

下前地区で活動する３つの母親クラブ（海の子、なかよ
し、なぎさ）が７月18日㈭、下前児童公園の遊具点

検を行いました。すべり台、ブランコなどの遊具をそれぞ
れ動作確認などで点検した結果、異常は見つからなかった
ようです。同クラブは公園の草刈りも定期的に行っていま
す。
　参加したクラブ員は、「地域の子どもたちに気持ちよく
公園を利用してもらいたい。安全な遊具で楽しんで欲し
い」と話していました。

　毎年８月はお盆や帰省等で、可燃（燃やせる）ごみ
が増えるため、８月中の可燃ごみの回収は週２回行
います。回収日程は以下のとおりです。

　「中泊おの医院」で平成25年９月１日より、個
別健診を受診することができます。
　小泊地区の方については、送迎バスを運行して
おりますので、ご予約のうえご利用ください。
住所　〒037-0305 中泊町大字中里字紅葉坂195－1

電話　0173－57－5758
※�特定健診は、直接医療機関に申込んでも受けら
れません。事前に保健センターへの申込みが必
要となります。

なんでも行政相談
日　時…８月20日㈫ 午前９時～12時

場　所…中央公民館

行政相談委員…秋　元　武　弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

８月28日　古　川　節　子、塚　本　初　子

９月11日　成　田　　　寛、古　川　　　壽

８月21日　秋田谷徳美

　　　　　長内ヱツ子

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～午後２時

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
す
べ
て
の
方
は
、
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
役
場
福
祉
課
・

小
泊
支
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
手
当
を
も
ら

っ
て
い
る
本
人
が
来
庁
し
、
そ
の
場
で
届
に

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

■
提
出
期
限

　
　

平
成
2⓹
年
８
月
１
日
㈭
～

　
　

平
成
2⓹
年
８
月
30
日
㈮

■
持
参
す
る
物

①
児
童
扶
養
手
当
証
書

② 

印
鑑（
児
童
扶
養
手
当
に
使
用
し
て
い
る

も
の
）

③ 

世
帯
全
員
の
住
民
票
…
同
封
の
住
民
票
申

請
書
を
持
参
し
て
来
庁
時
に
申
請
し
て
下

さ
い
。（
世
帯
分
離
し
て
い
て
も
親
族
と
同

居
し
て
い
る
場
合
は
、
親
族
の
住
民
票
も

必
要
で
す
。）

④ 

前
住
地
か
ら
平
成
2⓹
年
度
児
童
扶
養
手
当

用
所
得
証
明
書（
平
成
2⓹
年
１
月
２
日
以

降
中
泊
町
に
転
入
し
た
方
の
み
）　

⑤
養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

⑥ 

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書

（
受
給
よ
り
５
年
経
過
し
た
方
の
み
）

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

■
提
出
期
限

　
　

平
成
2⓹
年
８
月
㆒2
日
㈪
～

　
　

平
成
2⓹
年
９
月
㆒0
日
㈫

■
持
参
す
る
物

①
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

② 

印
鑑（
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
）

③ 

手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
場
合
）

ごみの
種　類 収集曜日 収　集　地　区　名

可　
　
燃　
　
ご　
　
み

月
（①→②）
と
水

（②→①）

　　派立上・中・下、五林、宮川
①　中里バイパス、宮野沢
　　さわやか団地

　　富野、豊島、芦野、田茂木
②　長泥、豊岡上・下、福浦
　　竹田

火
（③→④）
と
木

（④→③）

　　向町上・下、深郷田上・下
③　八幡、八幡団地、大沢内
　　二タ見

　　尾別、上・下高根
④　薄市上・下、今泉上・下
　　若宮

小泊での体験を自費出版
長坂さんが役場を訪問

草刈りで奉仕
町管工事業協会がボランティア

下前児童公園の遊具の点検
下前母親クラブがボランティア

問  役場環境整備課衛生係　内  235
８月中の可燃ごみ回収は週２回 特定健診のお知らせ

★�生ごみは必ずネットなどで水切りを十分にしてから、水
漏れのないように処理して下さい。また、収集箇所が多
くなるため、ごみ収集車の到着時間がいつもより遅れる
ことがありますがご了承願います。

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

役
場
福
祉
課
福
祉
係

問

１
２
７

内

問  中里保健センター ☎  57－3920
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　最近、ルールを守らないで、ゴミ出しをする人が増
えています。例えば、
①収集日の前日や収集後に出されている。
②カン類の中にビン等が混入されている。
③�カン類・ビン類・ペットボトル類それぞれに分別は
されているが、ふたを取り除いていない。
必ず、次のルールを守ってください。
・ゴミは、決められた収集日に朝８時まで出しましょう。
　（収集日の前日や収集後に出さない）
・ゴミ出しの袋には、必ず町内名、名前を書くこと。
・�カン・ビン・ペットボトルは、すすいで必ずそれぞ
れに分別して出して下さい。
　（分別しないで１つの袋に混ぜたゴミは、収集しません）
・必ず、ふたは取り除いて下さい。
　�（プラスチック製のふたは、「その他のプラスチック
類」、金属製のふたは、「燃やせないゴミ」として出
して下さい）
・タバコ等の異物は絶対混入しない。
・�スプレー缶は「燃やせないゴミ」です。使い切って
から穴をあけ、「燃やせないゴミ」へ出して下さい。
※ 詳しくは、家庭用ごみ分けガイドをご覧下さい。

　町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、
全国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）（※）から
送られてくる国からの緊急情報を、確実に皆様へ
お伝えするため、伝達試験を行います。
■日時
　　�９月11日㈬　11時ごろと11時30分ごろ（２
回実施）

■情報伝達手段
　　防災行政無線の試験放送
■放送内容
　　「これは、試験放送です」を３回繰り返し
　　→「こちらは、ぼうさい中泊町です」
　　→チャイム
（注） 中泊町以外の地域でも、全国的に情報伝達訓

練が実施されます。
（※）�Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・

津波や武力攻撃などの緊急情報を国から市町村
へ、人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシ
ステムです。

　町では、町営中里墓地及び砂山霊園の使用者を募集してい
ます。希望者は環境整備課または小泊支所へ申し込みください。
○申込期間…平成25年８月８日㈭～８月21日㈬まで
○応募資格…中泊町に住所又はその本籍を有する者
○募集区画場所及び使用料
〈中里墓地〉
　●第３区・イ種・20号　２ｍ×３ｍ（６㎡）　11,400円
　●第３区・イ種・57号　２ｍ×２ｍ（４㎡）　7,600円
　●第３区・イ種・79号　２ｍ×２ｍ（４㎡）　7,600円
〈砂山霊園〉
　●第２区　　　　30号　２ｍ×２ｍ（４㎡）　100,000円
○ 申込方法…認印を持参し、墓地使用許可申請書に必要事項
を記入してご提出ください。
※申し込み箇所については、一世帯１区画となります。
※希望者が多数の場合は抽選となります。

町営中里墓地及び砂山霊園の
使用権者名義変更を忘れていませんか

　墓地の名義が故人の名義になっていませんか？　もし、故
人名義になっていれば名義変更手続きが必要です。
　中里墓地の名義変更は環境整備課庶務係まで、砂山霊園の
名義変更は小泊支所管理係まで

◎職　　務…�後期高齢者医療制度の運営に関する意見・
提案を行っていただきます

◎任　　期…委嘱の日から２年間
◎応募資格…�県内在住40歳以上の方で、平日昼間青森

市での会議に出席できる方
◎募集人員…８人（応募者の中から選考により決定）
　　① 被保険者…６人
　　② 65歳以上障害認定の被保険者…1人
　　③ 後期高齢者医療以外の医療保険被保険者…1人
◎応募方法…�応募用紙及び「後期高齢者医療制度に関す

る意見（400字程度）」を提出
◎応募期間…平成25年９月２日㈪～24日㈫
◎謝 礼 等…�会議１回の出席につき謝礼5,000円及び交

通費（公共交通機関利用実費相当額）
◎応募用紙等の配布…お問合わせ先までお願いします

問  役場環境整備課衛生係　内  235問  役場総務課消防防災係　内  117

問  役場環境整備課衛生係　内  237

問  役場町民課老保年金係　内  134

資源ゴミ（カン類・ビン類・ペットボトル
類）を出す際は、ルールを守りましょう！

防災行政無線を用いた
全国一斉の緊急情報の伝達試験

後期高齢者医療制度の運営に関する
『運営懇談会』委員の公募

町営中里墓地及び砂山霊園の使用者募集
問  小泊支所管理係 ☎  64－2111

問  県後期高齢者医療広域連合総務課 ☎  017－721－3821
HP http://www.aomori-kouikirengou.jp/
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先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人

た
ち
を
追
悼
し
平
和
を
祈
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
…
８
月
2⓽
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
㆒㆒
時
～

■ 

場
所
…
中
央
公
民
館
横
慰
霊
碑

前（
雨
天
時
は
中
里
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
）

　

戦
没
者
の
遺
族
で
参
列
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
８
月
㆒⓺
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

中
里
遺
族
会
と
小
泊
遺
族
会
会

員
へ
は
、
遺
族
会
事
務
局
に
把

握
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
福

祉
課
へ
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

平
成
2⓹
年
７
月
８
日
か
ら
、
外

国
人
住
民
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
住
基
ネ
ッ

ト
）の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
外
国
人
住
民
も
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
や

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス（
電
子

証
明
書
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
は
、

　

個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事
業

を
行
う
個
人
に
、
原
則
と
し
て
前

年
中
の
事
業
の
所
得
を
も
と
に
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。
県
税

部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
、
８
月
と
㆒㆒
月
の
二
期
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

９
月
２
日
㈪
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
期
限
を
経
過
し
た
納

税
通
知
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
取
扱

い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
当
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る

場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
取
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
金
額
を
分

割
し
た
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
当
部
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
募
集
科
名
・
定
員

　

自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
20
人

　

建
築
シ
ス
テ
ム
工
学
科
20
人

別
途
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。
住

基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に
伴
い
、

外
国
人
住
民
の
住
民
票
に
住
民
票

コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
住

民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
で

全
国
共
通
の
本
人
確
認
に
必
要
な

無
作
為
の
㆒㆒
桁
の
番
号
が
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
課
よ
り
﹃
住
民
票
コ
ー
ド

付
番
通
知
書
﹄
を
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
内
容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

＊ 
通
知
書
は
再
交
付
し
ま
せ
ん
。

　

松
食
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
線
虫
に
よ

っ
て
松
が
枯
れ
る
伝
染
病
で
す
。

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
小
さ

な
昆
虫
が
運
ぶ
ナ
ラ
菌
に
よ
り
、

ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ
・
コ
ナ
ラ
・

ク
リ
の
木
が
枯
れ
る
伝
染
病
で
す
。

こ
れ
ら
が
拡
大
す
る
と
、
自
然
環

境
や
観
光
資
源
、
森
林
資
源
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
葉
が

変
色
し
た
松
や
ナ
ラ
類
を
早
い
段

階
で
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
、
里
山
な

ど
で
枯
れ
た
松
や
ナ
ラ
類
を
見
か

■
応
募
資
格

　

 

高
等
学
校
卒
業
者（
平
成
2⓺
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人

■
願
書
受
付
期
間

　

㆒0
月
７
日
㈪
～
㆒㆒
月
2⓼
日
㈭

■
試
験
日
…
㆒2
月
５
日
㈭

　

職
業
訓
練
状
況
や
「
も
の
づ
く

り
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
施
設
公
開
や
訓
練
作
品

な
ど
の
紹
介
の
ほ
か
、
も
の
づ
く

り
を
体
験
「
一
日
技
能
室
」
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時
…
９
月
７
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

●
場
所
… 

弘
前
高
等
技
術
専
門
学

校

●
主
な
内
容

■
「
一
日
技
能
室
」

〈
内
容
・
定
員
〉

① 

マ
イ
カ
ー
日
常
点
検（
午
前
午

後
各
㆒0
人
）

② 

木
製
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
製

作（
午
前
午
後
各
㆒⓹
人
）

③ 

お
し
ゃ
れ
な
植
木
鉢
と
寄
植
え

製
作（
午
前
午
後
各
㆒0
人
）

④ 

子
供
用
イ
ス（
塩
ビ
管
）製
作

（
午
前
午
後
各
㆒0
人
）

⑤ 

木
製
ベ
ン
チ
製
作（
午
前
午
後

各
20
人
）

〈
参
加
方
法
〉

① 

参
加
無
料
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

② 

申
込
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
な
ど
。
Ｈ
Ｐ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

③ 
締
切
は
９
月
４
日
㈬
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

④ 

材
料
・
工
具
は
学
校
で
準
備
し

ま
す
の
で
、作
業
可
能
な
服
装
・

履
物
で
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

施
設
公
開
、
訓
練
内
容
紹
介
、

訓
練
作
品
展
示
な
ど

■ 

同
窓
会
主
催
の
リ
フ
ォ
ー
ム
相

談
会

け
た
ら
、
問
合
せ
先
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
に
興
味
が
あ
り
、

や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
か
ら
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
い
人
ま
で
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

日
時
…
８
月
2⓺
日
㈪
～
８
月
2⓽

日
㈭　

㆒⓽
時
～
2㆒
時

■ 

場
所
…
町
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

■ 

対
象
者
…
誰
で
も（
小
さ
い
子

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。）町
外
の
人
も
可

■
参
加
料
…
無
料

　

参
加
者
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
参

の
上
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
集
ま

り
下
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
な
い
人

に
は
お
貸
し
し
ま
す
。（
タ
オ
ル
、

飲
み
物
を
ご
持
参
下
さ
い
） 図書 館 情 報

９
月
２
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
・
１
４
５　

問内

町
・
県
民
税 

２
期

国
民
健
康
保
険
税 

２
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※�

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人
の

引
き
落
と
し
日
は
８
月
❷❻
日
㈪

で
す
。
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　子ども・若者の抱える問題について、一人

で悩んでいませんか？

　ニート、ひきこもり、不登校、発達障害な

ど、様々な困難を抱えた子ども・若者やその

ご家族に、お悩みに応じた相談窓口や専門機

関をご案内しています。

　どこに相談したらよいかわからない人や、

相談に向けて一歩を踏み出したい人は、お気

軽にお電話ください。

①河川内の樹木を自ら伐採して
利用したい人はご連絡ください

　�　県では、河川管理上支障となる河川内の雑木を伐採し、
河川管理に努めていますが、多くの費用を要することに
加え、近年ニセアカシアのように繁殖力の強い外来種が
繁茂し、十分に処理できていない実態があります。
・�お住まいの周辺などで、河川内の雑木が繁茂し、伐採し
て「河川環境を美化」したい、伐採した「雑木と利用」
したいなど、ご自身で行いたい人は問合せさきまでご連
絡ください。
※詳しくは県ＨＰで「雑木伐採」を検索

②これからの台風シーズンに備えて
河川防災情報を提供しています

■ご家庭のテレビで、河川の水位と雨量が確認できます
　�　地上デジタル放送のデータ放送で河川防災情報（水位
や雨量）をリアルタイムで確認できるようになりました。
■�洪水への警戒と避難準備に「洪水おしらせメール」を活
用しましょう
・�洪水お知らせメールとは、地域を流れる川の水位情報を
携帯電話にメールでお知らせし、時間的な余裕を持って
洪水に対する心構えや悲観準備ができます。
※�登録操作方法等は県ＨＰで「洪水おしらせメール」を検
索し確認してください。

③地域の河川や海岸で清掃ボランティアをしません
か　～水辺サポーター制度～
　�　県では、河川・海岸で清掃や草刈りなどを行う団体に対
して支援を行っています。
〈支援内容〉
・ゴミ袋、軍手などの提供や集積されたゴミの処理をします
・活動団体名を記した看板を設置します
・ボランティア保健へ加入支援します
※詳しくは県ＨＰで「水辺サポーター」を検索

○ 「夏・・・！」をテーマにした図書の展示･貸
出を行います。

『ホテルローヤル』 桜木　紫乃　集 英 社
『147ヘルツの警鐘』 川瀬　七緒　講 談 社
『月下上海』 山口恵以子　文藝春秋
『鯖猫長屋ふしぎ草紙』 田牧　大和　PHP研究所
『聖　痕』 筒井　康隆　新 潮 社

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

「子ども・若者総合案内」のお知らせ
相談に向けた一歩を応援します！
問  県青少年・男女共同参画課

「子ども・若者総合案内」 ☎  017－777－6123

町
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

１
２
２

内

役
場
福
祉
課
福
祉
推
進
係
係

問外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係

問

１
３
６

内

１
５
２

内

役
場
農
政
課
林
務
係

問
西
北
地
域
県
民
局
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

問
（
柒㆓
）６
６
１
３

☎
松
食
い
虫
被
害
・
ナ
ラ
枯

れ
被
害
の
拡
大
防
止

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

田
中
０
９
０（
２
２
７
０
）９
２
８
４

☎
奈
良
０
９
０（
１
５
２
５
）１
６
６
２

☎

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

問

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
入
校
生
募
集

０
１
７
２（
叅㆓
）６
８
０
５

☎

個
人
事
業
税
の
納
付
に
つ
い
て

２
０
８

内

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

問
（
叅㆕
）２
１
１
１

☎

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
課

問
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

「
技
専
公
開
」の
お
知
ら
せ

０
１
７
２（
叅㆓
）６
８
０
５

☎hi-gisen@
pref.aom

ori.lg.jp

Mail県河川砂防課からのお知らせ
問  県土整備部河川砂防課企画・防災グループ ☎  017－734－9662
問  西北地域県民局地域整備部河川砂防施設課 ☎  35－2107
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静和園だより

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
AU
G
 2
01
3.

N
AKAD

O
M
ARI PU

BLIC RELATIO
N
S　
AU
G
 2013.

　

公
正
証
書
は
、
法
律
の
専
門
家

で
あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文

書
で
す
。
公
証
人
は
、
国
の
一
機

関
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
財
産
な
ど
の
権
利
や
生
活
を
守

り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
公
証
事
務
に
関
す
る
相
談

は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保

工
作
業
主
任
者
技
能
講
習
会
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ

先
へ
。

■
開
催
日
… 

平
成
2⓹
年
９
月
㆒0
日

㈫
～
㆒2
日
㈭

■
場
所
…
北
五
建
設
会
館

　

五
所
川
原
市
湊
字
千
鳥
⓽柒

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
仕
事
や
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
ま
た
湿
度

が
高
く
ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
る
な
ど
、

汗
を
か
く
日
が
続
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
時
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
熱
中
症
で
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
予

防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

☆
熱
中
症
と
は
？

　

熱
中
症
と
は
、
発
汗
や
循
環
機

能
に
異
常
を
き
た
し
、
体
温
の
調

節
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
起
こ
る
、
様
々
な
体
の
不
調
を

総
称
し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
症
状
と
し
て
、
め
ま
い
・

け
い
れ
ん
・
吐
き
気
・
意
識
障
害
・

頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

☆
熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　

熱
中
症
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
に
注
意
す
る
だ
け
で
、
十
分
予

防
が
で
き
ま
す
。

①
体
調
を
整
え
る

　

 

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
、

体
調
が
優
れ
な
い
時
は
、
日
中

の
外
出
や
運
動
を
控
え
ま
し
ょ

う
。

②
服
装
に
注
意

　

 

な
る
べ
く
通
気
性
の
良
い
服
装

を
し
、
長
時
間
屋
外
に
出
る
場

合
は
帽
子
も
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
水
分
補
給

　

 『
の
ど
が
渇
い
た
』
と
感
じ
た

時
に
は
、
す
で
に
脱
水
症
状
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
も
、
水
分
補

給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
特
に

夏
場
は
、
汗
と
共
に
塩
分
も
失

わ
れ
る
た
め
、
水
よ
り
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
方
が

効
果
的
で
す
。

④
年
齢
も
考
慮
し
よ
う

　

 

特
に
子
供
や
高
齢
者
は
、
熱
中

症
に
な
り
や
す
い
た
め
、
涼
し

い
場
所
で
体
を
休
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
時
は
、
無
理
を
せ
ず
熱
中

症
に
気
を
付
け
て
、
夏
を
快
適
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

夏
の
企
画
展
「
恐
山
夢
幻
―
守
谷

俊
亮
の
世
界
―
」
開
催
中
！

　

賽
の
河
原
の
荒
涼
と
し
た
風
景
に

裸
婦
を
配
し
た
連
作
「
恐
山
夢
幻
」、

画
集
「
い
の
り
の
ほ
と
け
」
な
ど
、

約
一
五
〇
点
の
作
品
を
紹
介
。

■
日
時
…
９
月
㆒⓹
日
㈰
ま
で 

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
㆕⓹
分
／
■
休
館
日

…
毎
週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日
／

■
入
館
料
…
通
常
料
金（
一
般
㆓₀₀
円
、

高
校
・
学
生
㆒₀₀
円
、小
・
中
学
生
⓹₀
円
）

◆
中
泊
町
文
化
財
審
議
会
開
催
！

　

こ
の
ほ
ど
、
中
泊
町
文
化
財
審
議

会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
６
名
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
委

員
互
選
に
よ
る
会
長
な
ら
び
に
職
務

代
理
が
選
出
さ
れ
、
新
た
な
陣
容
が

整
い
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
㆓⓺
年
度

末
ま
で
の
二
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

会　
　

長　

柳
澤　

良
知（
小
泊
）

　

職
務
代
理　

加
藤　

俊
輔（
中
里
）

　

委　
　

員　

佐
井
川
英
秀（
富
野
）

　
　

 

〃 　
　

竹
内　

恭
一（
福
浦
）

　
　

 

〃 　
　

中
村　

盛
江（
中
里
）

　
　

 

〃 　
　

西
山　
　

徹（
小
泊
）

◆
中
泊
町
文
化
財
指
定
書
交
付
！

　

町
有
形
文
化
財
「
百
川
学
庵
画
奉

納
絵
馬
」
の
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
加
藤
教
育
長
よ
り
、
指
定
書

を
手
渡
さ
れ
た
所
有
者
中
里
神
明
宮

の
近
村
敦
責
任
役
員
は
、「
今
後
も

保
存
継
承
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

◆
商
工
業
資
料
の
募
集
に
つ
い
て
！

　

博
物
館
で
は
、
中
泊
地
域
の
商
工

業
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
展
「
懐
か

し
の
商
店
街
―
中
泊
の
諸
職
―（
仮

題
）」
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

商
売
道
具
や
看
板
、
職
人
道
具
な
ど
、

お
貸
し
い
た
だ
け
る
方
、
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・宮越兼雄（中泊町）　６月24～26日に、松の木
剪定を行いました。宮越さんの軽快な手さばきで
木々はすっきりしました。

　中皮腫や肺がんなどを発症し、労働者として石

綿ばく露作業に従事していたことが原因であると

認められた場合、労災保険法に基づく特別遺族給

付金が支給されます。石綿による疾病は、石綿を

吸ってから非常に長い年月を経て発症することが

大きな特徴です。中皮腫などで亡くなられた人が

過去に石綿業務に従事されていた場合には、支給

対象の可能性がありますのでご相談ください。制

度の詳細は厚生労働省HPでも確認できます。

●講習対象…最大荷重１トン以上のフォークリフトの運転業務
●開催日時
　　①９月２日～５日（４日間） 午前８時40分～午後６時
　　②９月２日・６日（２日間） 午前８時40分～午後６時
　　　（ただし、大型特殊免許所有者は２日間の受講です）
●開催場所…学科…（一社）西北労働基準協会
　　　　　　実技…㈱五所川原中央青果
●受講資格…大型特殊、大型、中型、普通自動車免許所有者
●受講料
　　①大型、中型、普通自動車免許所有者

33,075円（消費税・テキスト込み）
　　②大型特殊自動車（限定付き除く）許所有者

14,175円（消費税・テキスト込み）
●締切…�８月26日か定員（普通40人・大特40人）に達し次第

　まつりでは記念講演、無料健康相談、演芸大会などさまざ
まなイベントを行います。
■日時…８月25日㈰ ９時～15時30分
■会場…総合文化センターパルナス
■内容　①オープニングイベント
　　　　　　中里横笛愛好会、中里幼稚園鼓笛隊による演奏
　　　　②記念講演「高齢者の医療と保健」
　　　　　　講師　健生病院副院長　安田肇氏
主催／津軽保健生協西北健康まつり実行委員会　後援／中泊町

　中山間地域は、農産物の生産や地域住民の生活の場である
とともに、緑豊かな景観の提供や国土保全など多面的機能を
発揮しています。町では５集落が認定され、農地の保全など
の取組みが実施され、交付金が交付されています。

協定集落名 協定参加人数 協定集落名 協定参加人数

宮野沢 32人 今 泉 24人
尾 別 5人 小 泊 9人
薄 市 46人 計 116人

協　定
集落名

急・緩
傾斜の別

交 付 金
対象面積

交　付　金　額

個別配分額 共同取組額

宮野沢
急傾斜 33,673㎡

1,877,150円 1,251,431円
緩傾斜 302,681㎡

尾　別 緩傾斜 42,866㎡ 188,610円 154,318円

薄　市 緩傾斜 497,165㎡ 2,386,321円 1,590,999円

今　泉 緩傾斜 154,113㎡ 616,452円 616,452円

小　泊 緩傾斜 73,588㎡ 294,352円 294,352円

計 1,104,086㎡ 5,362,885円 3,907,552円

熱
中
症
に
注
意
！

VOL.33

【
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
】

技
能
講
習
会
の
ご
案
内

建
災
防
青
森
県
支
部
北
五
分
会

問
（
叅⓹
）２
４
３
８

☎

遺
言
や
大
切
な
契
約
は
公
正
証
書
で

10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」

０
１
７（
７
７
６
）８
２
７
３

☎
青
森
公
証
人
合
同
役
場（
公
証
人 

本
多
裕
一
郎
）

問
０
１
７
２（
叅㆕
）３
０
８
４

☎
弘
前
公
証
人
役
場（
公
証
人 

藤
部
富
美
男
）

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中皮腫や肺がんなど、
石綿による疾病の補償・救済

フォークリフト運転技能講習会

西北健康まつりのご案内

問  青森労働局労働基準部労災補償課
☎  017－734－4115

問  （一社）西北労働基準協会 ☎  35－6336

問  健生五所川原診療所 ☎  35－9693

中山間地域等直接支払の実施状況
問  役場農政課農業振興係　内  153

〈平成24年度の状況〉
　1 集落協定された集落及び協定参加人数

　2 交付金対象面積及び交付金交付状況
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野
向ひ
ま
わ
り

日
葵 

（
女
・
真
樹
志
） 

五
林

　

成　

田　

桂　

一 

（
薄
市
上
）

　

三　

上　

裕
美
子 

（
岩
手
県
）

　

坂　

本　

裕　

基 

（
つ
が
る
市
）

　

葛　

西　

久
美
子 

（
尾　

別
）

　

小　

島　
　
　

翔 

（
茨
城
県
）

　

木　

村　

ほ
た
る 

（
大
沢
内
）

工　

藤　

定　

信 

⓼柒 

（
薄
市
下
）

木　

村　

キ　

ユ 

⓼⓼ 

（
上
高
根
）

木　

元　

賢　

逸 

⓼₀ 

（
田
茂
木
）

塚　

本　

ミ　

ヱ 

⓽㆒ 

（
下
豊
岡
）

斉　

藤　

フ　

ヂ 

⓽㆕ 

（
派
立
中
）

佐　

藤　

ミ
ツ
エ 

⓼⓼ 

（
大
沢
内
）

16 金

17 土

18 日

19 月 ９：00～12：00

10：00～11：30

健康相談
運動教室（中央公民館）

20 火 10：00～12：00 心の相談（保健センター）

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
　特定健診（中里保健センター）

26 月 ９：00～12：00 健康相談

27 火

28 水

29 木 11：00～ 戦没者追悼式（中央公民館慰霊碑前）
乳児健診（中里保健センター）

30 金

31 土

8　月
1 日

2 月 ９：00～12：00

10：00～11：30

健康相談
運動教室（中央公民館）

3 火

4 水

5 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

6 金 ９：30～13：00 減塩教室（中里保健センター）

7 土

8 日 13：00～

13：00～

総合防災訓練（小泊地域）
町民映画会「明日に架ける愛」（パルナス）

9 月 ９：00～12：00 健康相談

10 火

11 水
10：30～12：30

13：30～16：30

14：30～16：30

献血（小泊保健センター前）
献血（小泊漁業協同組合前）
運動教室（中央公民館）

12 木 12：30～12：45 1歳6ヶ月児健診（中里保健センター）

13 金 高齢者教室（バス遠足）

14 土

15 日 ９：00～ こどまり新鮮朝市（おまつり広場）

9　月

長　

利　
　
　

傳 

柒⓺ 

（
芦　

野
）

佐
々
木　

ミ　

ツ 

⓼柒 

（
下
高
根
）

中　

村　

ト
シ
ヱ 

⓼柒 

（
尾　

別
）

小
山
内　

ち
よ
し 

⓽⓹ 

（
今
泉
上
）

外　

﨑　

甚
之
丈 

⓽叅 

（
宮
野
沢
）

加　

藤　

ヨ　

ソ 

⓽㆕ 

（
下
豊
岡
）

阿　

部　

八
重
子 

柒㆒（
深
郷
田
下
）

中　

村　

嘉　

久 

⓹⓽ 

（
尾　

別
）

外　

崎　

富
士
香 

㆕㆕ 

（
派
立
中
）

越　

野　

継　

夫 

柒⓺ 

（
浜　

町
）

加　

納　

吉　

雄 

⓼叅 

（
上　

町
）

赤　

石　

次　

雄 

柒⓼ 

（
下
前
中
）

橋　

本　

直　

敏 

柒㆕ 

（
上　

町
）

工　

藤　

宏　

二 

⓼㆕ 

（
入　

舟
）

　

気
温
・
湿
度
が
共
に
高
い
こ
の
時

期
は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌

の
増
殖
が
活
発
に
な
り
、
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒

は
家
庭
で
も
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒

を
防
ぐ
の
は
、
食
材
を
選
び
、
調
理

す
る
私
た
ち
自
身
で
す
。
毎
日
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け
で
食
中
毒
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

①
つ
け
な
い
！

・
手
、
調
理
器
具
は
い
つ
も
清
潔
に
！

・ 

調
理
器
具
や
フ
キ
ン
は
細
目
に
消

毒
を

・ 

肉
や
魚
か
ら
出
た
汁
は
他
の
食
品

に
つ
け
な
い

・ 

動
物
に
触
れ
た
手
や
ト
イ
レ
、
オ
ム

ツ
交
換
後
の
手
洗
い
は
し
っ
か
り
と

②
増
や
さ
な
い
！

・ 

要
冷
蔵
・
冷
凍
食
品
は
、
す
ぐ
に

冷
却
、
素
早
く
解
凍
す
る

・
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
過
ぎ
な
い

・ 

調
理
済
み
の
食
品
は
、
長
時
間
室

温
に
置
か
な
い

③
や
っ
つ
け
る
！

・
食
品
の
中
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
す

・
温
め
直
す
時
も
し
っ
か
り
加
熱
を

　

食
中
毒
に
な
る
と
、
嘔
吐
や
下
痢

を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判

断
で
服
薬
し
た
り
せ
ず
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
汚
物
の
処
理

は
適
切
に
行
い
、
二
次
感
染
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
次
の

と
お
り
減
塩
教
室
を
行
い
ま
す
。
高

血
圧
や
減
塩
食
を
学
び
た
い
人
に
お

勧
め
で
す
。
一
緒
に
減
塩
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
日　
時
…
９
月
６
日
㈮

　
　
　
　
　

９
時
叅₀
分
〜
㆒叅
時
ま
で

○
場　
所
…
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

○
テ
ー
マ
…
は
じ
め
よ
う
〝
減
塩
〞

○
内　
容
…
減
塩
食
・
調
理
実
習

○
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
参
加
費
…
無
料

○ 

申
込
方
法
…
８
月
㆓㆓
日
㈭
ま
で
に

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
健
康
づ

く
り
の
案
内
役
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
食
習
慣
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
勉
強
会
の
開
催
や
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
コ
ラ
ム
な
ど
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

町
委
託
医
療
機
関
よ
り
、
休
診
の

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

【
乳
が
ん
検
診
】

　

 

中
村
整
形
外
科
医
院
…
休
診
７
月

㆓㆓
日
〜
９
月
㆓叅
日

【
子
宮
が
ん
検
診
】

　

 

エ
ル
ム
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
…
休
診
７

月
㆓㆓
日
〜（
開
始
時
期
未
定
）

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、
国

の
指
針
で
２
年
に
一
度（
偶
数
年
）の

健
診
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
計
画
的

に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

８
月
❷❺
日
㈰
は
今
年
最
後
の
健
診

で
す
‼

　

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
て

（
６
月
13
日
実
施
）

（
６
月
届
出
分
）

（
５
月
届
出
分
）

三上凜
りん
子
こ

 ちゃん
（宮野沢）

成田乃
の
苺
に

 ちゃん
（宮野沢）

佐野心
いくと
柊 ちゃん

（宮野沢）
外崎香

か
豊
ほ

 ちゃん
（宮野沢）

荒関彩
あやせ
星 ちゃん

（派立下）

角田莉
り
音
おん

 ちゃん
（新町2）

磯野海
み
桜
お
梨
り

 ちゃん
（新町2）

江良徠
らい
斗
と

 ちゃん
（今泉下）

高橋梨
りん
花
か

 ちゃん
（今泉上）

外崎　澪
みお

 ちゃん
（田茂木）

葛西天
たかと
翔 ちゃん

（芦　野）
片山煌

こう
心
しん

 ちゃん
（富　野）

大川真
ま
子
こ

 ちゃん
（富　野）

佐藤あいみ ちゃん
（大沢内）

木村柚
ゆ
姫
き

 ちゃん
（大沢内）

６月末現在（前月比）

人　口 12,581人（－㆓₀）
　男　 5,942人（－㆒㆕）
　女　 6,639人（－６）
世帯数 5,181戸（＋６）
出生　１  ／  死亡　23
転入　17 ／  転出　15

人のうごき

（ （（

油
断
大
敵
‼ 

食
中
毒

個
別
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ

食
生
活
改
善
推
進
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　

中里 ☎（⓹柒）3920
小泊 ☎（⓺㆕）3748

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



ぐるっとなかどまり
味覚体験ツアー魅力ある中泊をアピール

　

日
本
海
に
ま
る
で
溶
け
る
よ
う
に
沈

む
夕
陽
を
み
な
が
ら
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
「
夕
陽
も
溶
げ
る
日
本
海
」
が
、
ビ

ー
チ
サ
ッ
カ
ー
１
日
目
終
了
後
、
折
腰

内
海
岸
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
階
段

に
座
っ
て
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
家
元
の
舘
岡
屏
風
山

さ
ん
。
来
場
者
も
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
演

奏
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

次
に
青
森
市
出
身
の
歌
手
・
藤
は
じ

め
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
「
お
つ
か
れ

ー
ず
」
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
県
外
か

ら
も
フ
ァ
ン
が
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し

た
。

　

夕
陽
は
、
水
平
線
に
あ
る
雲
に
隠
れ

な
が
ら
沈
み
は
じ
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
会
場
み
ん
な
で
「
ジ
ュ
ッ
」
と
声
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

　小泊沿岸の国道339号線通称「竜泊ライン」で７月15日㈪、ウオ
ークイベントが開催され、町内外から参加した約80人が気持ちのい
い汗を流しました。
　このイベントは、絶景で知られる竜泊ラインを歩いてじっくりみて
もらおうと毎年企画され、今年で11回目の開催になります。昨年に
続いて、鳥瞰台から道の駅までのＡコース（12km）と坂本台から道の
駅までのＢコース（６km）が設定されました。
　ドラの合図で両コースがスタートし、Ｂコースは淡々と歩く小学生
が早々とゴール。Ａコースは、１時間30分～２時間30分くらいかけ
て、参加者それぞれのペースに合わせてウオーキングを楽しみました。
この日は、津軽海峡に霧がでて、北海道を望むことはできなかったも
のの権現崎がくっきり見えたこともあり、参加者は「いろいろなウオ

ークに参加しているが、こんな絶景はな
かなかない。気持ちよく歩けた」などと
話していました。
　全員がゴールした後は、おにぎりとふ
るまい鍋で空腹を満たし、町特産品があ
たる大抽選会を楽しみました。
　次回は11月に大沢内ため池公園でウ
オークイベントを開催する予定です。

絶景、気持ちいい風 竜泊ラインウオーク
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来場者・スタッフみんなで「ジュッ‼」 スコップ三味線体験

ベビーカーで参加

Ａコースからの絶景
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イチ押し 夕陽も溶げる日本海海に「ジュッ」と!


